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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 17,593 3.3 542 26.0 586 66.4 351 234.3
22年3月期第2四半期 17,025 △13.0 430 151.1 352 27.3 105 △35.3

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 29.10 ―

22年3月期第2四半期 8.70 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 40,222 20,816 50.6 1,687.36
22年3月期 39,634 20,559 50.8 1,669.93

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  20,363百万円 22年3月期  20,153百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 10.00 ― 10.00 20.00

23年3月期 ― 10.00

23年3月期 
（予想）

― 10.00 20.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 35,600 1.8 1,060 10.4 1,050 6.5 550 53.4 45.57



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）２ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q  12,070,000株 22年3月期  12,070,000株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  1,547株 22年3月期  1,449株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q  12,068,481株 22年3月期2Q  12,068,601株
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 （１）連結経営成績に関する定性的情報  

当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、前半は、新興国の需要に支えられ輸出や生産の持ち直し、企業

の設備投資の下げ止まり等、景気は回復基調で推移しましたが、後半は、円高の進行、失業率の高止まり等、景気は頭

打ちとなり、先行きの見通しが不透明な厳しい状況が続いております。 

また、当社グループと関係の深い自動車業界でも、前半は、国内でのエコカー補助金制度等の継続によるハイブリッ

ド需要や海外での中国を中心とする新興国での需要の伸長に支えられ、生産、販売とも回復基調で推移いたしました

が、後半は、円高の進行等の影響もあり、伸び悩み状態となりました。 

このような環境の中で当社グループは、多角経営によるリスク分散を軸に、受注の確保、徹底した原価削減による収

益改善を強力に推進してまいりました。 

その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は17,593百万円（前年同期比3.3％増収）となりました。利益面におい

ては、営業利益が542百万円（前年同期比26.0％増益）、経常利益は、営業利益の増加に加え、持分法による投資利益の

増加等により586百万円（前年同期比66.4％増益）となりました。四半期純利益も資産除去債務の期首差額分15百万円の

計上をしましたが、経常利益の大幅な増益により351百万円（前年同期比234.3％増益）と増収増益となりました。 

 なお、主なセグメント別の売上高（セグメント間の内部売上を含む）、営業利益の状況は次のとおりであります。 

  

① 物流サービス事業 

物流サービス事業は、中国天津及び広州の子会社の順調な拡大に加え、国内でも、主要顧客からの受注が増加したこ

と等により、売上高は11,258百万円（前年同期比8.5％増収）となりました。営業利益は、売上高の増収と原価削減効果

等により、779百万円（前年同期比19.7％増益）となりました。 

② 自動車サービス事業 

自動車サービス事業は、エコカー補助金制度の延長により、自動車販売は増収となりましたが、個人の消費マインド

の低迷等により、自動車リース、カー用品販売が低調に推移したことから、売上高は5,710百万円（前年同期比2.8％減

収）となりました。一方、営業利益は、リース事業を中心に昨年度より取り組んでおります収益改善効果等により174百

万円（前年同期比0.8％増益）となりました。 

③ 情報サービス事業 

情報サービス事業は、顧客の設備投資の抑制等による受注の減少等により、売上高は542百万円（前年同期比17.0％減

収）となりました。営業利益は、生産性の向上等の原価改善に注力しましたが、売上高の減収を吸収できず、50百万円

（前年同期は3.8％減益）となりました。 

④ 人材サービス事業 

人材サービス事業は、派遣需要の増加等により、売上高は368百万円（前年同期比17.8％増収）となり、営業利益は、

売上高の増収等により、22百万円（前年同期比15.6％増益）となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

① 資産、負債及び純資産の状況 

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、40,222百万円となり、前連結会計年度末に比較して587百万円の増加

となりました。その主な要因は、リース投資資産が増加したこと等により流動資産が670百万円増加したことによるもの

であります。負債合計は、19,405百万円となり、前連結会計年度末に比較して330百万円の増加となりました。その主な

要因は、固定負債は、長期借入金の返済等により606百万円減少しましたが、流動負債が、短期借入金の借入等により

937百万円増加したことによるものであります。 

純資産につきましては、利益の計上及び為替換算調整勘定の増加等により前連結会計年度末に比較して256百万円増加

の20,816百万円となりましたが、自己資本比率は、総資産の増加により前連結会計年度末比0.2ポイント下落の50.6％と

なりました。 

 ② 四半期の各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因 

当第２四半期における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比較して224百万円の減少

の4,325百万円となりました。その主な要因は、営業活動によるキャッシュ・フローで得た資金242百万円を、投資活動

によるキャッシュ・フローで、有形固定資産の取得等により415百万円支出し、財務活動によるキャッシュ・フローで、

配当金の支払等により52百万円支出したこと等によるものであります。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

今後の見通しにつきましては、円高の進行、失業率の高止まり、個人消費の低迷等、景気回復は、頭打ちとなり、依

然として不透明で厳しい状況が続くと思われます。 

このような環境の中で当社グループの業績につきましては、第２四半期連結会計期間は、売上高利益面とも、当初予

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

キムラユニティー㈱(9368) 平成23年3月期 第2四半期決算短信

2



想に比較して多少強含みで推移し、10月22日に上方修正いたしました。しかしながら、第３四半期連結会計期間以降

につきましては、エコカー補助金の終了等、消費動向は、自立的回復には至らず、不透明で厳しい状況が続くと思われ

ます。従いまして、通期の業績につきましては、現時点では平成22年5月11日に発表した業績数値の変更はございませ

ん。  

  

（１）当四半期中における重要な子会社の異動  

   該当事項はありません。 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

（簡便な会計処理）  

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められ

るため、前連結会計年度末の貸倒実績率を使用して算定しております。 

②棚卸資産の評価方法 

 当第２四半期連結会計期間末における棚卸高の算出に関しては実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚

卸高を基礎として合理的な方法により算定しております。また、棚卸資産の簿価切下げに関しては収益性の低下

が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

③法人税等の算定方法 

 法人税等の納付税額につきましては、重要な加減算項目を調整し、見積実効税率を乗じて簡便的に算出してお

ります。  

   

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

（資産除去債務に関する会計基準の適用）  

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用しております。これにより、営業利益、経常利益は1,739千円減少し、税金等調整前四半期純利益は17,621千

円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の計上額は70,400千円であります。 

  

 （「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用）  

 第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月10日公表

分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成20年３月10日）

を適用しております。なお、当会計基準等の適用開始による影響はありません。   

  

 （表示方法の変更） 

・四半期連結損益計算書  

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適

用により、当第２四半期連結累計期間では「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。  

  

２．その他の情報

キムラユニティー㈱(9368) 平成23年3月期 第2四半期決算短信

3



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,725,691 4,950,241

受取手形及び売掛金 4,270,305 4,326,404

リース投資資産 6,420,896 5,765,024

商品及び製品 146,649 112,706

仕掛品 85,949 4,015

原材料及び貯蔵品 137,585 147,599

繰延税金資産 318,324 318,324

その他 1,112,511 923,521

貸倒引当金 △13,500 △13,600

流動資産合計 17,204,414 16,534,239

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 8,567,667 8,348,609

機械装置及び運搬具（純額） 481,643 470,247

貸与資産（純額） 503,108 592,775

土地 6,123,707 6,124,052

建設仮勘定 161,526 184,778

その他（純額） 430,442 455,057

有形固定資産合計 16,268,096 16,175,520

無形固定資産   

のれん 11,009 13,550

その他 720,549 697,868

無形固定資産合計 731,558 711,418

投資その他の資産   

投資有価証券 2,599,091 2,753,974

繰延税金資産 747,776 665,690

その他 2,680,894 2,804,667

貸倒引当金 △9,663 △10,971

投資その他の資産合計 6,018,098 6,213,360

固定資産合計 23,017,754 23,100,299

資産合計 40,222,168 39,634,538
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 919,705 748,165

短期借入金 2,196,944 1,106,700

1年内返済予定の長期借入金 1,000,000 1,000,000

未払費用 1,687,243 1,734,552

未払法人税等 231,544 481,350

賞与引当金 553,891 555,751

役員賞与引当金 10,000 30,000

その他 2,838,155 2,843,578

流動負債合計 9,437,484 8,500,098

固定負債   

社債 1,000,000 1,000,000

長期借入金 － 1,000,000

長期未払金 5,897,552 5,567,733

退職給付引当金 1,782,665 1,780,011

再評価に係る繰延税金負債 1,133,876 1,133,876

その他 153,677 92,838

固定負債合計 9,967,772 10,574,460

負債合計 19,405,257 19,074,559

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,580,350 3,580,350

資本剰余金 3,420,139 3,420,139

利益剰余金 12,986,308 12,755,688

自己株式 △1,290 △1,222

株主資本合計 19,985,508 19,754,955

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 301,384 447,073

土地再評価差額金 275,980 275,980

為替換算調整勘定 △199,025 △324,294

評価・換算差額等合計 378,340 398,760

少数株主持分 453,062 406,263

純資産合計 20,816,911 20,559,979

負債純資産合計 40,222,168 39,634,538
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 17,025,223 17,593,516

売上原価 14,458,531 14,934,510

売上総利益 2,566,692 2,659,006

販売費及び一般管理費 2,136,041 2,116,313

営業利益 430,650 542,692

営業外収益   

受取利息 1,357 879

受取配当金 17,463 17,344

持分法による投資利益 16,353 108,879

その他 23,009 19,705

営業外収益合計 58,183 146,810

営業外費用   

支払利息 56,343 43,283

為替差損 66,518 57,845

その他 13,574 2,110

営業外費用合計 136,436 103,239

経常利益 352,397 586,263

特別利益   

固定資産売却益 901 314

特別利益合計 901 314

特別損失   

固定資産除売却損 43,883 5,161

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 15,881

減損損失 91,821 －

特別損失合計 135,705 21,042

税金等調整前四半期純利益 217,593 565,534

法人税、住民税及び事業税 144,867 187,896

法人税等調整額 △38,177 －

法人税等合計 106,689 187,896

少数株主損益調整前四半期純利益 － 377,637

少数株主利益 5,804 26,331

四半期純利益 105,099 351,306
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 217,593 565,534

減価償却費 499,118 503,010

減損損失 91,821 －

のれん償却額 2,190 2,276

持分法による投資損益（△は益） △16,353 △108,879

貸倒引当金の増減額（△は減少） 4,964 △1,408

賞与引当金の増減額（△は減少） 169,315 △1,856

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 15,000 △20,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） △5,666 2,654

受取利息及び受取配当金 △18,919 △18,274

支払利息 131,547 125,632

為替差損益（△は益） 49,835 52,805

有形固定資産売却損益（△は益） △51,245 △38,672

有形固定資産除却損 43,486 5,049

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 15,881

売上債権の増減額（△は増加） 92,721 64,137

たな卸資産の増減額（△は増加） △41,743 △107,031

リース投資資産の増減額（△は増加） △831,202 △669,381

その他の流動資産の増減額（△は増加） △127,895 △264,744

仕入債務の増減額（△は減少） 30,521 173,686

その他の流動負債の増減額（△は減少） 191,138 92,228

長期未払金の増減額（△は減少） 613,901 329,818

その他の固定負債の増減額（△は減少） － 44,957

小計 1,060,131 747,423

利息及び配当金の受取額 96,111 90,940

利息の支払額 △130,118 △123,812

法人税等の支払額 79,634 △471,927

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,105,759 242,623

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △450,712 △520,736

有形固定資産の売却による収入 103,485 57,254

投資有価証券の取得による支出 △703 △721

投資その他の資産の増減額（△は増加） 8,306 48,719

貸付けによる支出 △464,819 －

貸付金の回収による収入 60 310

投資活動によるキャッシュ・フロー △804,384 △415,173
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 596,220 1,068,640

短期借入金の返済による支出 △2,391,520 －

長期借入金の返済による支出 － △1,000,000

社債の発行による収入 1,000,000 －

自己株式の取得による支出 － △67

配当金の支払額 △120,550 △120,802

少数株主からの払込みによる収入 185,663 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △730,186 △52,230

現金及び現金同等物に係る換算差額 △53,120 230

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △481,932 △224,550

現金及び現金同等物の期首残高 5,027,483 4,550,241

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,545,551 4,325,691
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 該当事項はありません。  

  

[事業の種類別セグメント情報]  

 前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日）                    (単位：千円） 

 （注）１．事業区分の方法 

製品、サービスの種類・性質等の類似性及び当社グループの損益集計区分を考慮して決定しております。 

２．各区分に属する主要な製品、サービス 

  

 [所在地別セグメント情報] 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 本邦の売上高の金額は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメン

ト情報の記載を省略しております。  

[海外売上高]  

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 海外売上高は、連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 

[セグメント情報]  

 １．報告セグメントの概要  

 当社グループの報告セグメントは、財務情報が入手可能であり、取締役会、経営戦略会議において、経営資源の配分

の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっております。  

 当社グループは、各事業セグメント毎に事業本部又は事業部を構成し、各事業本部及び事業部は、取り扱う商品、製

品、サービスについて国内及び海外の戦略の立案、それに伴う事業活動を展開しております。 

 従いまして、当社グループの取り扱う商品、製品、サービスを事業本部及び事業部別に区分し、「物流サービス事

業」、「自動車サービス事業」、「情報サービス事業」、「人材サービス事業」の４つを報告セグメントとしておりま

す。 

  「物流サービス事業」は、包装、梱包、入出庫作業・格納器具製品製造等を行っております。「自動車サービス事

業」は、自動車リース、車両整備、保険代理店等を行っております。「情報サービス事業」は、システム開発、包括保

守及びネットワーク関連サービス等を行っております。「人材サービス事業」は、人材派遣サービス、アウトソーシン

グサービス等を行っております。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
物流サービス

事業 
  

自動車サービ

ス事業 
  

その他の事業 計
消去又は全
社 

連結
  

売上高             

(1)外部顧客に対する売上高  10,379,794  5,851,170  794,258  17,025,223 －  17,025,223

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－  21,505  172,598  194,103  △194,103 － 

計  10,379,794  5,872,676  966,856  17,219,327  △194,103  17,025,223

営業利益又は営業損失（△）  651,241  173,492  71,848  896,582  △465,931  430,650

事業区分 主要製品、サービス 

物流サービス事業 包装、格納器具製品製造 

自動車サービス事業 車両リース、車両整備、自動車販売、カー用品販売、保険代理店他 

その他の事業 情報サービス、人材サービス 
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  ２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

（注）１．セグメント利益の調整額△484,603千円には、セグメント間取引消去1,521千円、各報告セグメン

トに配分していない全社費用△486,124千円が含まれております。全社費用は、当社の人事、総務

及び経理等の管理部門に係る費用であります。 

   ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。  

  

（追加情報） 

 当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３

月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３月

21日）を適用しております。  

  

該当事項はありません。  

  

  

 当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日）  （単位：千円）

  
 物流サービス 
 事業  

 自動車サービス

 事業  
 情報サービス

 事業  
 人材サービス

 事業  計
調整額 
（注）１ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注）２ 

売上高               

外部顧客への売

上高 
 11,258,120  5,676,995  542,871  115,528  17,593,516 －  17,593,516

セグメント間の
内部売上高又は
振替高 

 98  33,816  －  252,598  286,512 △286,512 － 

計  11,258,218  5,710,811  542,871  368,127  17,880,029 △286,512  17,593,516

セグメント利益  779,606  174,821  50,651  22,215  1,027,296 △484,603  542,692

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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